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お米が好き、だけでは足りなかった　
道志村立道志中学校一年　
　渡辺　莉那　
私はお米が大好きだ。炊き立ての白いご飯から立ち上がる湯気、ほんのりした甘さと柔らかさの中にもちっとした食感が広がる。幸せな瞬間だ。そのままでも、一味加えても、おにぎりにしても様々な形で私を一瞬で幸せな気持ちにしてくれる。私にとってお米は、安心の味であり原動力で、毎日の楽しみなのだ。
そんなお米が連日社会問題として報道されている。その中でも私が気になった事は、日本のお米の消費量の減少、担い手の高齢化による生産者の減少である。更に売れ残ったお米が廃棄されている事を知った。知れば知る程その現状にお米好きの私には信じがたい現実がそこにあった。多くの驚きと疑問で頭がいっぱいになった。大好きなお米を守る方法はないか、私にできることは何だろう。真剣に考えなければならない。
「お米が好き」だけではいけないのだと気付いたのだ。
私の住まいは大自然の中にある。しかし、米農家ではないため田植えや稲刈りの経験は少ない。それでもお米が大好きという気持ちは本物だ。だからこそ消費者の一人としてお米を守りたいのだ。
米作りに着目して調べていくと、沢山の課題が見えてきた。米作りと言えば、田植えの時期になると耕運機を運転している姿をよく目にする。しかし実際には、機械での作業より手作業の工程が多く、中でも人力では困難な環境や害虫からお米を守る事や雑草の処理など機械化されていない部分が沢山ある事が分かった。生産者の高齢化には厳しい現実だ。そこでこの手作業の工程をＡＩや機械化し、生産者がコントロールでき、それもボタン一つで行える簡単なシステムを開発する事で、手作業の工程を減らしていけないだろうか。また機械化により、花壇で花を育てているように誰しもが生産者となれる技術そのものを補い、担い手の増加や十分な生産量を望めるのではないだろうか。
環境による米の不作に対して、これこそが私達がひと役買えるポイントであると思う。生活の中での電気消費量の削減、ごみを減らすリサイクルなどのエコ活動、自分の身の回りを振り返り改善することで、環境変動や食品ロス、ごみの増加を食い止められると考えた。子供も大人も関係なく、一人一人が今できる生活のエコ活動こそがお米の社会問題に大きな影響を与え、必要なことであると理解しいち早く行動に移すべきだと私は感じた。想像してみてください。何気なくお茶碗によそって食べているその白いご飯は、今まさに大きな社会問題の的であり、大切に残さず食べるべき貴重なものです。そして私達にもこの問題の解決に繋がる何かが秘めているのです。私はそんな事を想像しながら大好きなお米と向き合っていきたいです。
家族と一緒に
「今日のご飯、美味しいね。」
と笑いながら食卓を囲む時間が私にとってかけがえのない時間であり、それを彩ってくれている一つにお米がある。お米の社会問題は大きくて、私一人では簡単に解決できない。それでも多くの人が関心を持ち行動する事で、その積み重ねがこの問題のよい策となり、米離れ防止やお米の安定に繋がっていく事を信じて、私は生活を送っていきたい。そしてこれからも生産者として携わるすべての方々に感謝の気持ちを忘れずに、大好きなお米をお腹いっぱい食べたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

